
　
　
「
何
で
も
話
せ
る
お
兄
さ
ん
」

　
「
面
白
い
お
じ
さ
ん
」
　
「
恩
師
」

　
岡
山
市
京
山
地
区
の
環
境
改
善

活
動
（
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
）
に
参
加
す
る

小
中
学
生
は
彼
を
こ
う
表
現
す

る
。
「
池
田
チ
ル
ド
レ
ン
」
と
自

称
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
池
田
浦
之
（
四
六
）
＝
岡
山
市
伊
福

町
。
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
の
代
表
。
年
四
回

の
環
境
点
検
で
は
率
先
し
て
川
に

入
り
、
子
ど
も
に
魚
の
捕
り
方
を

教
え
る
。
本
業
は
環
境
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
の
社
長
。
環
境
計
量

士
。
環
境
の
分
析
や
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
行
う
傍
ら
、
岡
山
ユ
ネ
ス
コ

協
会
理
事
と
し
て
十
数
年
前
か
ら

環
境
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
。

　
二
〇
〇
Ｅ
年
か
ら
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ

は
そ
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
。
現
在
は
、

生
活
の
半
分
以
上
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

　
○
二
年
九
月
上
旬
。
’
南
ア
フ
リ

カ
に
、
各
国
の
首
脳
や
学
者
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
代
表
ら
数

万
人
が
集
結
し
て
い
た
。
池
田
は

そ
の
中
の
一
人
だ
っ
た
。
。

　
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
・
サ
ミ
ッ
ト

　
（
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世

界
首
脳
会
議
）
。
地
球
サ
ミ
ッ
ト

　
（
一
九
九
二
年
）
か
ら
十
年
を
経

て
も
、
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
た

環
境
問
題
と
開
発
と
の
調
和
、
貧

困
の
削
減
が
議
題
の
中
心
だ
っ

た
。

　
岡
山
市
が
市
民
参
加
で
取
り
組

む
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

が
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
推
薦
さ
れ
、
池

田
は
岡
山
市
長
代
理
と
し
て
サ
ミ

ッ
ト
期
間
中
に
ユ
ネ
ス
コ
が
主
　
身
も
参
加
し
て
い
た
。
２
％
の

Ｅ
Ｓ
Ｄ
だ
っ
た
。

　
岡
山
市
の
事
業
に
は
池
田
自

ん
な
申
し
出
を
何
度
も
受
け

た
。

学長、副学長らを前にＥＳＤを語る池田

一昨年10月、岩手大学

し
か
し
、
意
見
交
換
を
重
ね

は
良
く
な
る
の
か
」
。
面
で
っ

な
が
り
、
自
立
し
た
地
域
が
連

携
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
「
行
政
頼
み
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
住
民
が
つ
な
が
っ
て

地
域
を
変
え
て
い
く
こ
と
こ
そ

が
国
際
貢
献
だ
」

　
池
田
は
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で

Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
出
合
い
、
「
地
域
」

に
出
合
っ
た
。

　
　
実
　
　
　
　
　
践

　
サ
ミ
ッ
ト
で
日
本
が
提
案
し

た
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
十
年
」
は
、
そ

の
年
の
国
連
総
会
で
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
る
。

　
池
田
は
翌
年
、
全
国
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
や
学
者
ら
が
設
立
し
た
「
Ｅ

住
民
の
つ
な
が
り
求
め
て

Ｓ
Ｄ
の
十
年
」
推
進
会
議
（
本
部

・
東
京
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
－
Ｊ
）
に
参
加

し
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
岡
山
市
京

山
地
区
で
、
公
民
館
と
小
中
学
校
、

高
校
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
大
学
生

ら
に
も
働
き
掛
け
、
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
初
め
て
の
″
地

域
デ
ビ
ュ
ー
″
。
「
地
域
の
実
践

が
な
い
と
何
も
始
ま
ら
な
い
」
。

使
命
感
に
か
ら
れ
て
い
た
。

　
昨
年
六
月
、
岡
山
市
が
国
連
大

学
（
座
恐
か
ら
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
地
域

拠
点
に
認
定
さ
れ
る
と
、
池
田
は

Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
会
代
表
も
務
め
な
が

ら
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
－
Ｊ
副
代
表
と
し
て

座
作
と
岡
山
を
往
復
。
年
五
十
回

を
超
え
る
講
演
も
こ
な
す
。

　
昨
年
十
月
下
旬
。
池
田
は
岩
手

大
学
（
盛
岡
市
）
に
招
か
れ
た
。

テ
ー
マ
は
「
大
学
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ

Ｄ
と
地
域
貢
献
」
。
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
の

活
動
が
注
目
を
集
め
た
。

　
　
「
想
像
を
絶
し
て
い
匹
ど
、

玉
真
之
介
副
学
長
は
感
想
を
述
べ

た
。
「
こ
れ
ほ
ど
多
様
な
人
と
団

体
が
連
携
し
た
教
育
活
動
は
ど
う

す
れ
ば
で
き
る
の
か
」
（
敬
称
略
）

ご意見をお寄せください。〒700-8734､山陽新
　｢国際貢献取材班｣。ファクス(086-245-5296)、

－ル(kokusai＠sanyo.oni.cojp)。
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③地域で動く○＠○
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